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 Autodesk 360クラウド特典について 
 クラウドクレジットについて 
 参考資料 

このセッションの内容 
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Autodesk® Subscriptionは、ビジネスの成長に欠かせない最新のソフトウェアやサービスを 
購入、活用するための使いやすくて柔軟な新しい方法を提供します 

Maintenance Subscription 
最新版の提供 

Autodesk® 360クラウド特典 

柔軟なライセンス運用 

技術サポート 

Desktop Subscription  
ご利用ごとの支払い 

最新のテクノロジーの提供  

拡張性のあるライセンスシステム  

Autodesk® 360クラウド特典 

Cloud Service Subscription 
コラボレーションの簡素化 

効率的なワークフロー 

高度なクラウド演算パワー 

いつでもどこからでもアクセス可能* 

*Subscription の特典には Autodesk Subscription の使用条件が適用されます。製品および言語によっては、ご利用いただけない Autodesk Subscription の特典やサービスもあります。クラウド サービス
へのアクセスはインターネット接続を必要とし、サービス利用規約に記載のあらゆる地理的制約を受けます。 
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 1ヵ月、3ヵ月、年間プランから選択して、利用
量に応じた支払いが可能 

 以下のAEC製品が、Desktop Subscription
で購入可* 
 Autodesk AutoCAD 
 Autodesk AutoCAD LT 
 Autodesk AutoCAD Design Suite 
 Autodesk Building Design Suite 

   Desktop Subscription 

*2014年5月現在 
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 ワークフローをデスクトップからクラウドに拡
張し、コラボレーションを簡素化して、ワークフ
ローを効率化 

 以下のAEC製品が、Cloud Service 
Subscriptionで購入可* 
 Autodesk ReCap Pro （1ヵ月、年間のみ、Autodeskス

トアのみ） 
 Autodesk ReCap 360 （年間のみ） 
 Autodesk Buzzsaw （年間のみ） 

 

   Cloud Service Subscription 

*2014年5月現在 
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購入 指名ユーザ
作成 インストール 起動 

Desktop Subscription製品の 
購入から起動までの流れ 
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 例：Maya LTをAutodeskストアで購入 

購入 ① 
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 購入者に、アカウントが準備できたと 
メールが届く 

購入 ② 
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 複数のライセンスを購入した場合など、 
管理者は他のユーザを招待 
 https://accounts.autodesk.com にサインイン 
 [アカウント]   [ユーザ] ページで、 

[ユーザの追加] をクリック 
 電子メールアドレス、姓名を入力して、追加 

指名ユーザ作成 ① 

Tips: 
[一括で追加]を使って、最大50ユーザ
の一括追加も可能 

https://accounts.autodesk.com/
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 追加したユーザのアクセス権を設定 
 [製品のダウンロード] : ソフトウェアのダウンロード 
 [製品エクステンション] : ソフトウェア強化機能などの取得 
 [Webサポート]/[電話サポート] : サポートリクエストの発行 
 [製品とサービス] : デスクトップ製品および 

クラウドサービスへのアクセス権を設定 
Desktop Subscriptionの場合、[Desktop Access]を 
割り当てることで、その製品をそのユーザがサインイン 
して利用できるようになる 

指名ユーザ作成 ② 
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 製品のダウンロード 
 指名ユーザは、https://accounts.autodesk.com に自分のAutodesk IDとパスワードでサインイン 
 [アカウント]  [製品とサービス]ページから 

割り当てられた製品のダウンロードが可能 
 シリアル番号とプロダクトキーの確認も可 

 
 

インストール ① 

Tips: 
[今すぐインストール] : プログラムをダウ
ンロードしながら、インストール実行 
 
[今すぐダウンロード] : Autodesk 
Download Managerを使ってダウンロー

ド、インストールプログラムが展開済み
ですぐにインストール可能 
 
[ブラウザダウンロード] : ブラウザのダウ
ンロード機能でexeをダウンロード  

https://accounts.autodesk.com/
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 今すぐインストール 
 [今すぐインストール]をクリック 
 [プラットフォーム]と[言語]を選択して、[今すぐインストール]をクリック 
 サービス使用許諾契約を一読して、[同意する]を選択して、 

[インストール]をクリック 
 セットアッププログラムを保存して、実行 

インストール ② 
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 今すぐインストール 
 

インストール ③ 
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 今すぐインストール 
 [今すぐインストール]の場合、シリアル番号と 

プロダクトキーは設定済みのため、入力不要 

インストール ④ 
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 今すぐインストール 

インストール ⑤ 
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 今すぐインストール 

インストール ⑥ 
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 インストール後、最初の起動 
 インストール完了後、製品を起動させると、[オートデスクプライバシーステートメント]が表示されるので、 

一読してチェックの上、[同意する]をクリックする 
 

 

起動 ① 
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 インストール後、最初の起動 
 インターネット経由でライセンスが確認され、自分のAutodesk IDとパスワードを入力して、サインイン 
 ライセンスが確認されれば、以降はすぐに起動して利用可能 

 

起動 ② 

Tips: 
Desktop Subscription製品は、 
オフラインで最大14日間使用可能 



© 2014 Autodesk 

 インストール後、最初の起動 
 起動後、オートデスク製品の登録とアクティベーションのメールが届く 

 

起動 ③ 
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 Autodesk Subscriptionをご契約いただくと、 
Autodesk 360クラウド特典が利用できます 

Autodesk 360クラウド特典 
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 AEC製品Subscriptionで割り当て可能な特典 
 
 
 
 
 
 
 

 Energy Analysis for Autodesk Revit 
 Autodesk Green Building Studio 

 

Autodesk 360クラウド特典 
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 5GBのストレージを無償で利用可能 
Subsユーザは25GB利用可能 

 ドキュメントをクラウドに保存し、いつでもどこからでもアクセス 
 Web、iOS、Androidから利用可能 
 ドキュメントの編集履歴 
 バージョン管理 
 コメント管理 

 

Autodesk 360 
ストレージ 
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 チームメンバー、その他ユーザとドキュメントを簡単、安全に共有 
 権限設定をして共有可能 

 プライベート共有（ユーザを指定して共有） 
 ドキュメント：表示 / 表示、ダウンロード / 表示、ダウンロード、更新 / フルアクセス 
 フォルダ：ダウンロード / ダウンロード、更新 / フルアクセス 

 パブリック共有（URLを知っていれば、誰でもアクセス） 
 ソースドキュメントのダウンロードまたはコピーを許可 

 
 
 

Autodesk 360 
共有 
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 ドキュメントを表示 
 Rhinoファイル（3dm） 
 3D Studioファイル（3ds） 
 ForceEffectファイル（afe, afem） 
 CATIA V5ファイル（catpart） 
 DWF, DWFXファイル 
 DWG, DWTファイル 
 Fusionファイル（f3d） 
 Inventorファイル（iam, idw, ipt） 
 IGESファイル（iges, igs） 
 Inventor Publisherファイル（INSTRUCTION） 
 Navisworksファイル（nwd） 
 OBJファイル（obj） 
 ReCap Photoファイル（rcp） 
 Revitファイル（rvt） 
 SATファイル（sat） 

Autodesk 360 
閲覧 

 
 Showcaseプレゼンテーションファイル（html） 
 PDFファイル 
 Autodesk Simulationファイル（sim, sim360） 
 Autodesk Simulation CFD Viewerファイル（VTFx） 
 SolidWorksファイル（sldprt） 
 STEPファイル（step, stp） 
 Aliasファイル（wire） 
 Parasolidファイル（x_b, x_t） 
 イメージ形式ファイル（jpg, png, その他） 
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 オンライン編集 
 AFEファイルをForceEfectで編集 
 DWGファイルをAutoCAD 360で編集 
 JPGファイルをPixlr EditorまたはPixlr Expressで編集 

Autodesk 360 
閲覧 
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 Autodesk 360上のコンテンツをモバイル機器で閲覧、共有 
 App StoreおよびGoogle Playから無料ダウンロード可能 
 各種ファイル形式を閲覧 

 Rhino(3dm), ForceEffect(afem), CATIA(catpart), AutoCAD(dwg,dwt), dwf, dwfx, Fusion 360(f3d),  
Inventor(ipt, iam, idw), IGES(igs, iges), NX(prt), ReCap(rcp), Inventor Publisher(INSTRUCTION), 
Navisworks(nwd), Revit(rvt), SAT(sat), Alias(wire), Simulation(sim,sim360, vtfx), SolidWorks(sldprt),  
STEP(stp, step), Parasolid(x_b, x_t) 

 次の形式は、iOS版でのみ対応： csv, pdf, rtf, txt, イメージ(bmp, gif, jpg, png, tif),  
Microsoft Office( doc, docx, ppt, pptx, xls, xlsx ),  

 2D図面（dwg,dwf,dwfx,idw）で、マークアップ（コメント、ピン、 
領域ハイライト、フリーハンド）ツールが利用可能 

 
 

Autodesk 360 mobile app 
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 デスクトップを離れずに作業を続けることも、特殊なレンダ
リング用ハードウェアも必要なく、効果的でフォトリアリス
ティックなビジュアライゼーションをクラウドで実現 

 AutoCAD、Revit、Navisworks対応 
 パノラマイメージ作成 
 日照シミュレーション 
 イメージの露出調整 
 照度レンダリング 
 最大4000x4000ピクセル 

サイズのレンダリング 
 品質/サイズ/種類によって、 

クラウドクレジットを消費 

Rendering in Autodesk 360 
ビジュアライゼーション 
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 ワークフローを中断することなく、設計の初期段階か
らエネルギー消費と建物のライフサイクルコストに関
する理解を深めることが可能 

 マスモデルだけでなく、Revitの詳細モデルにも対応 
 

Energy Analysis for Autodesk Revit 
建物のエネルギー解析 
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 より迅速で正確なエネルギー解析の実施、エネルギー効
率の最適化、複数の設計案の二酸化炭素排出量を改善 

 英語版のみ 
 Green Building StudioページからgbXMLファイルのアッ

プロードに対応 
 実際とモデル化された 

エネルギー使用量の 
比較のため、 
Green Buttonデータを 
アップロード可能 

Autodesk Green Building Studio 
建物のエネルギー解析 
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 各種建築物のモデルまたはプロジェクトのパーツを
対象に、複数の統計解析を実行可能 

 たとえば、同じモデルに異なるマテリアルを適用する
などして同時に複数の計算を実行し、解析効率を向
上させることが可能 

 実行にはクラウドクレジットが必要 
 

Structural Analysis for Autodesk Revit 
構造解析 
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 複数の設計案のパフォーマンスをクラウドでテストす
ることにより、デスクトップ以外の場所で概念化とシ
ミュレーションを実行 

 実行にはクラウドクレジットが必要 

Optimization for Autodesk Inventor 
最適化 
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 Autodeskソフトウェアのための仮想化技術 
 デスクトップ/ノートPC間で動作するPCアプリ 
 PCとiPad間で動作するモバイルアプリ 

（Inventor、Revit用に最適化） 
 Subscriptionユーザ向けに無償提供 

 Autodesk EXCHANGE Apps / App Storeからダウンロード可能 

Autodesk Remote 
どこからでも所有のAutodeskソフトウェアにアクセスして作業 

PCからPCへ 

PCからiPadへ 
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ReCap / ReCap Pro 
• 点群データを編集/可視化するデスクトップ製品 
• 様々な機器からのスキャンデータを処理し、Autodesk製品へ書き出し 
• スキャンデータと3Dデータを共有するために、ReCap 360へパブリッシュ 
• ReCap Pro 特有の機能 

• 複数のスキャンデータの位置合わせ 
• 3Dデータに測量点情報を追加 

ReCap 360 
• リアリティキャプチャ用クラウドサービス 
• Real View on ReCap 360 

• スキャンデータを共有/コラボレーションするためのWebサービス 
• Photo on ReCap 360 

• 複数の写真データから3Dデータを作成するWebサービス 

Autodesk ReCap 製品とサービス 
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Autodesk ReCap ワークフロー 

ReCap 
ReCap Pro 

ReCap 360 

高解像度
3Dメッシュ 

点群 
ファイル 

AutoCAD, Revit, Inventor,  
3ds Max, Navisworks, InfraWorks 

3ds Max, Maya, Mudbox, InfraWorks 

複数の写真（.jpeg） 
ファイル 

3Dレーザスキャナーの 
点群ファイル 

.rcsファイル 

.rcm/.objファイル 

Project Memento 

共有 
コラボレーション 

.objファイル 
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  123D Catch ReCap 360 

価格 

Free Premium Free Full Version※ 

無料 
$9.99/月 
$99.99/年 

$189.99/二年 無料 
¥7,560/年 

（税込） 

商業利用不可 
商業利用可 
その他特典 

クラウドクレジット × × × 50クラウドクレジット/年 

ストレージ 無制限 無制限 5GB 25GB 

Photo 

写真から3D作成 ○ ○ ○ ○ 

マニュアル ステッチ 
△ 

（PC版のみ） 
△ 

（PC版のみ） 
× ○ 

参照距離の入力 
△ 

（PC版のみ） 
△ 

（PC版のみ） 
× ○ 

測量点の入力 × × × ○ 

最大写真枚数 70 70 50 250 

品質：preview 
写真解像度12MPまで 

× × ○ ○ 

品質：ultra 
写真解像度無制限 

× × × 
○ 

（実行時に5クラウドクレ
ジット必要） 

エクスポート形式 

stl, obj 
（PC版のみdwg, 
fbx, ipm, rzi, las

も対応） 

stl, obj 
（PC版のみdwg, 
fbx, ipm, rzi, las

も対応） 

obj, rcm 
obj, rcm, 

fbx, ipm, rcs 

Real View 

スキャンデータの表示 × × ○ ○ 

距離計測 × × ○ ○ 

注記記入 × × ○ ○ 

123D CatchとReCap 360の比較 

※注：すべてのSubscriptionユーザには特典として、ReCap 360 Full Versionの機能が提供されています。 
ただし、50クラウドクレジットの追加提供は含まれません。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
123DのFree版、Premium版の詳細は、 https://www.123dapp.com/gopremium　を参照Photo on ReCap 360 Free版では、advanced toolsメニューが表示されない
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 クラウドクレジットは、Autodesk 360で特定の
タスクの実行を測定する単位 

 個別クラウドクレジットと共有クラウドクレジット 
 Suiteおよびスタンドアロン製品（AutoCAD LT

を除く）のSubs契約を持つ指名ユーザには、
100個別クラウドクレジットを提供 

 クラウドクレジットは別途購入可能 
 クラウドクレジット100パック：¥15,000（税抜） 

クラウドクレジット 
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共有クラウドクレジット 個別クラウドクレジット 
購入可能 ○ × 
オートデスクとの取引関係の一環として
提供 × ○ 

使用方法 
複数ユーザで共有して使用可 指名ユーザ専用、 

共有と譲渡は不可 
有効期限 購入日から12か月間 

契約終了時点で利用不可 
指名ユーザである間は利用可能 

契約終了時点で利用不可 
消費の順番 

個別クラウドクレジットがなくなってから消
費 

共有/個別の両方が有効な場合、 
個別クラウドクレジットが先に消費 

Maintenance Subscriptionで提供 × ○ 
Desktop Subscriptionで提供 × ○ 
Cloud Service Subscriptionで提供 いくつかのスタンドアロンクラウドサービ

スで提供 ○ 

有効になるタイミング （クラウドサービスまたは追加パックの）
購入時 指名ユーザの作成時 

更新可能 ○（いくつかのスタンドアロンクラウドサー
ビスにおいて） × 

共有クラウドクレジットと個別クラウドクレジット 
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サービス 消費量 
Rendering in Autodesk 360 品質/サイズ/種類により変動注1 

Structural Analysis for Revit 2 
Optimization for Inventor 5 
ReCap 360 5（品質：ultraの場合） 

クラウドクレジット サービス別消費量（2014年5月時点） 

 
 
 
 

 注1：Renderingのオンラインヘルプ内「レンダリング クラウドクレジットに関するFAQ」に詳細説明 
 注2：所有しているクラウドクレジットがすべて消費された場合、追加のクラウドクレジットが購入されない限り、クラウドク

レジットを必要とするサービスは利用できません 
 注3：上記以外のサービスに関しては、現契約の終了またはオートデスクがそのサービスを利用するためにクラウドクレ

ジットが購入可能になったことを通知するまで、追加費用なしで利用できます 

 

http://docs.autodesk.com/ADSK360/help/JPN/rendering/index.html?url=files/GUID-4496707E-30AC-4581-B937-25FE31A89EE8.htm,topicNumber=d30e2647
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 ユーザは、使用状況レポートで確認 
 https://accounts.autodesk.com にサインイン 
 [アカウント]  [レポート]ページ 
 [個別クラウドクレジット] : 自分の所有する 

個別クラウドクレジットの使用状況を確認 
 [共有クラウドクレジット] : 割り当てられている 

契約で購入した共有クラウドクレジットの 
使用状況 

 

クラウドクレジットの確認 ① 

https://accounts.autodesk.com/
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 契約管理者は、ユーザ別の使用状況レポート
で確認 
 https://accounts.autodesk.com にサインイン 
 [アカウント]  [レポート]  [ユーザ別]ページで 

ユーザ別の個別/共有クラウドクレジットの 
使用状況を確認 
 

クラウドクレジットの確認 ② 

https://accounts.autodesk.com/
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 クラウドクレジット100パックを、認定販売パー
トナーおよびAutodeskストアから購入可能 

 購入したクラウドクレジットは、共有クラウドク
レジットとして契約に紐づけられます 
 購入できるのは契約管理者 
 有効期限は購入日から12ヵ月 

 

クラウドクレジットの購入 ① 



© 2014 Autodesk 

 契約管理者がクラウドクレジットを購入 
 https://accounts.autodesk.com にサインイン 
 [アカウント]  [レポート]ページで 

[クラウドクレジットを取得]をクリック 
 Autodeskストアのショッピングカートへ 

 

 

クラウドクレジットの購入 ② 

https://accounts.autodesk.com/


Autodesk is a registered trademark of Autodesk, Inc., and/or its subsidiaries and/or affiliates in the USA and/or other countries. All other brand names, product names, or 
trademarks belong to their respective holders. Autodesk reserves the right to alter product and services offerings, and specifications and pricing at any time without notice, 
and is not responsible for typographical or graphical errors that may appear in this document. 

© 2014 Autodesk. All rights reserved 
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